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石狩市の財政状況について

財政課



１．実質的な収支の推移
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２．市債残高の推移
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３．交付税の推移
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地方交付税等決算額の推移



４．財政指標の推移

① 健全化判断比率

H19 H20 H21
（見込）

実質公債費比率 14.2% 13.3% 13.0%

将来負担比率 174.0% 148.1% 140.0%

～財政運営の健全度を示す指標
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４．財政指標の推移

② 経常収支比率
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道経連～北海道の人口推計

平成２２年４月１８日
北海道新聞より

北海道経済連合会～調査報告書「人口減少・少子高
齢化社会における社会資本整備の必要性」のなかで、

2040年の北海道の人口を

４１４万人と予測

２００５年を基準に

釧路・根室圏と道南圏は４割減

石狩市を含む道央圏は２割減

人口減少・少子高齢化による経済・産業面における影響をレポート

高速交通ネットワーク整備を提言～「相乗効果として、地域産業活性化
が期待され、経済波及効果をもたらす」としている。



人口の推移
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将来人口推計

0

1

2

3

4

5

6

7

昭和60年 平成7年 平成17年 平成21年 平成27年 平成37年 平成47年

（万人）

48,015人

57,706人 60,104人
61,195人

58,901人
55,487人

50,132人

※国立社会保障・人口問題研究所 『日本の市区町村別将来推計人口』（平成20年12月推計）より
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推計値

子ども人口（０～１５歳未満）

0

1

2

昭和60年 平成7年 平成17年 平成21年 平成27年 平成37年 平成47年

（万人）

12,438人

10,117人

8,284人 8,244人

6,966人

5,551人
4,628人

減少



推計値

生産年齢人口（１５～６４歳未満）
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推計値
高齢者人口（65歳以上）
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